
　　　　

Ｒ６ 年 11 月 20 日

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・夏祭り　・クリスマス会　・運動会
・誕生会　・プール（水遊び）など

（別添資料１）

家族支援

・フロアで気になることがあれば保護者に報告し、共有します。
・気づいたことはご家庭や職員間で共有し、支援内容をその都度変更していきます。
・関係者・関係機関との連携による支援体制を構築します。

移行支援

・子どもたちの発達の評価をしっかり行い、保護者の意向確認や状況
　共有を行います。
・他関係機関との連携をはかり支援体制を構築します。

地域支援・地域連携
・子どもたちがのびのびと活動できるように、地域の公共施設を活用します。
・学校、福祉サービス等と連絡を取ったり、会議等を行って情報共有を
　しています。

職員の質の向上
・内部研修や勉強会を年に６回以上実施します。
・毎月BCPにそって必要な知識等身に付けるとともに実践できるように
　避難訓練を行います。

支　援　内　容

・送迎時、来所時に検温を徹底し、子どもたちの様子を把握して職員間で共有します。
・自分で支度をし、整理整頓や衣服の着脱がスムーズに行えるように支援します。
・自分で考えて、選択できる力をつけていきます。

・様々な遊び・活動を通して体のバランス力を養い、体幹を鍛えることで姿勢・運動の動作の向上に努めます。
・ハサミを使う・ボタンをかける・ひもを結ぶ等の微細運動を取り入れることで、自立に向けて支援を行います。

本
人
支
援

・子どもたちが主体的に行動できるようにスケジュールなどを提示し、視覚化した支援を行います。
・様々なイベントを計画し、季節の変化や文化に触れる機会を作ります。
・音が鳴ったり、色の付いたタイマーを使うことで、時間の感覚が身につくよう支援を行います。

・自分の思い・気持ちを相手に伝える機会を作ります。
・コミュニケーション手段として絵カードなどを使い、意思の伝達が円滑になるよう支援します。
・SSTなどのプリント学習を通して、相手の考えや気持ちを理解し受け止められるよう支援します。

・挨拶を自発的に行えるよう促します。
・子どもとの信頼関係を築き、子どもの不安な気持ちや感情に寄り添います。
・屋外でのイベントを取り入れ、地域の方々と交流できる場を作ります。

支援方針
自立に向けて集団での関わりや様々なことに挑戦し、得意を見つけ自己肯定感を高めます。
①表現力　②集中力・想像力　③協調性　④気持ちのコントロール力をつけ、自立に向けて支援を行っています。

営業時間 送迎実施の有無
平日　　　　　　13：00～18：00
休日・祝日　　　9：00～17：00

送迎あり

法人（事業所）理念 こどもの「できる」を増やしたい。こどもの「とくい」を伸ばしたい。

事業所名 放課後等デイサービス　ゆめときわ 作成日支援プログラム（参考様式）


